	    　　　  　　中小企業アドバイザー 履歴書
(販路支援部　マッチング支援課登録分)

写
真


	
	記入日  　　20　　年　　 月　　 日

	
	ローマ字
	
	

	
	フリガナ
	
	

	
	氏    名
	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	
	生年月日
	 　　年  　 月  　 日 生     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 才

	現住所カナ
	

	現 住 所
	　

	電    話
	
	郵便番号
	〒

	F  A  X
	
	E-mail
	

	勤務先カナ
	

	勤 務 先
	

	部    課
	
	役  職
	

	所在地カナ
	

	所 在 地
	

	電    話
	
	郵便番号
	〒

	F  A  X
	
	E-mail
	

	最終学歴
	年  月
	学   校   名
	学部・科
	卒業・修了等

	
	年  月
	
	
	

	
	年  月
	
	
	

	（語学能力）
１．　　  　　語 　　（会話          ）（文書作成          ）（文書読解          ） 
２．　　  　　語 　　（会話          ）（文書作成          ）（文書読解          ）
３．　　  　　語 　　（会話          ）（文書作成          ）（文書読解          ）
（  ）内に A.堪能   B.ビジネス実務に支障なし   C.日常生活に支障無し  を御記入下さい。

	（アドバイス可能業種）
外国企業と日本企業が取引をする際にアドバイス可能な業種分野を、次頁の業種分野から選び、御記入下さい。（別紙の番号ではなく業種分野名称を御記入ください。　例：製造業 食品）

	①
	②
	③
	④
	⑤

	（アドバイス可能国）
海外展開に関するアドバイス可能国について、得意とする国から順に御記入下さい。

	①
	②
	③
	④
	⑤

	保有している資格（数字に○を付けて下さい）
1．中小企業診断士（          部門） 2．弁理士  3．公認会計士  4．弁護士  5．税理士
6．建築士（       級） 7．行政書士  8．技術士  9．情報処理技術者（       級）
10．英検（       級）  11．通訳ガイド（       語） 12．司法書士  13．社会保険労務士
14．その他（                                                                      ）



あ


◆業種分野（アドバイス可能業種記入用）

	＜製造業＞

	01-01
	食料品
	01-08
	化学工業
	01-15
	金属製品

	01-02
	繊維
	01-09
	石油･石炭製品
	01-16
	一般機械

	01-03
	衣服･その他繊維
	01-10
	プラスチック製品
	01-17
	電気機器･電子機器

	01-04
	木材･木製品
	01-11
	ゴム製品
	01-18
	輸送用機器

	01-05
	家具･装備品
	01-12
	なめし革・毛皮製品
	01-19
	精密機器･医療機器

	01-06
	パルプ･紙･紙加工品
	01-13
	窯業・土石製品
	01-20　その他製造（貴金属･玩具･スポーツ用品･文房具･生活雑貨等）

	01-07
	印刷関係
	01-14
	鉄鋼・非鉄金属
	



	＜卸売業＞

	02-01
	繊維品
	02-08  
	一般機械器具

	02-02
	衣服･身の回り品
	02-09
	自動車

	02-03
	農畜産物･水産物
	02-10
	その他機械器具

	02-04
	食料･飲料
	02-11
	家具･建具･什器等

	02-05
	建築材料
	02-12
	医薬品･化粧品等

	02-06
	化学製品
	02-13　その他卸売（貴金属･玩具･スポーツ用品･文房具･生活雑貨等）

	02-07
	鉱物･金属材料
	



	＜小売・飲食業＞

	03-01
	百貨店
	03-08
	家庭用機械器具

	03-02
	男子服
	03-09
	医薬品・化粧品

	03-03
	婦人・子供服
	03-10
	書籍・文房具

	03-04
	その他織物･衣服･身の回り品
	03-11
	スポーツ用品･玩具･娯楽商品

	03-05
	食料品
	03-12
	時計･光学機械

	03-06
	家具・建具
	03-13　 
	その他小売

	03-07
	陶磁器・ガラス器
	03-14
	飲食業


05
＜建設業＞
06
＜不動産業＞
07
＜運輸・通信業＞
08
＜倉庫・旅行業＞
09
＜その他＞


	＜金融･保険･サービス＞

	04-01
	金融・保険

	04-02
	ソフトウエア

	04-03
	情報処理

	04-04
	法律・特許等

	04-05
	財務・税務等

	04-06
	土木建築

	04-07
	その他専門サービス
（コンサル等）

	04-08
	その他サービス





◆支援可能分野
ご自身の支援可能な専門分野について、以下の①～④に従い、ご記入ください。
1 支援可能な専門分野について、実務経験、指導経験を踏まえ、「支援可能」欄に最大５つまで順位（1～5）を記入ください。（順位1～5を記入した分野以外に支援可能分野がある場合は、支援可能欄に○をご記入ください。）
2 上記①で「支援可能」欄に順位等を記入した専門分野について、「具体的な専門分野の内容」をご記入ください。
3 下表「ベンチャー」は、単なる起業・創業支援は含まず、ベンチャー企業支援を意味します。
4 下表の「専門分野」に該当しない場合は、「その他」にご記入ください。
	専門分野
	支援可能
	具体的な専門分野の内容

	国際化対応
	01
	海外投資
	
	

	
	02
	国際取引
	
	

	
	03
	海外販路開拓
	
	

	
	04
	国際認証
	
	

	
	05
	その他
	
	

	財務・会計
	06
	管理会計
	
	

	
	07
	利益・資金管理
	
	

	
	08
	資金調達
	
	

	
	09
	投資採算
	
	

	
	10
	その他
	
	

	人事・労務
	11
	雇用管理
	
	

	
	12
	業績管理
	
	

	
	13
	賃金管理
	
	

	
	14
	組織活性化
	
	

	
	15
	その他
	
	

	営業・マーケティング
	16
	仕入・販売管理
	
	

	
	17
	顧客管理
	
	

	
	18
	顧客開拓
	
	

	
	19
	商品計画
	
	

	
	20
	チャネル政策
	
	

	
	21
	プロモーション
	
	

	
	22
	その他
	
	

	製品・技術開発
	23
	製品・技術開発
	
	

	物流
	24
	マテリアルハンドリング
	
	

	
	25
	輸配送
	
	

	固有技術
	26
	機械分野
	
	

	
	27
	化学分野
	
	

	
	28
	電子分野
	
	

	
	29
	電気分野
	
	

	
	30
	材料分野
	
	

	
	31
	バイオテクノロジー分野
	
	

	
	32
	ソフトウエア分野
	
	

	
	33
	その他
	
	

	生産管理
	34
	工場運営
	
	

	
	35
	現場改善
	
	

	
	36
	品質管理
	
	

	
	37
	原価管理
	
	

	
	38
	工程管理
	
	

	
	39
	資材購買管理
	
	

	
	40
	その他
	
	

	専門分野
	支援可能
	具体的な専門分野の内容

	IT・情報システム
	41
	会計・人事
	
	

	
	42
	営業・販売
	
	

	
	43
	ｅコマース
	
	

	
	44
	開発・設計
	
	

	
	45
	生産管理
	
	

	
	46
	システム管理
	
	

	
	47
	ネットワーク
	
	

	
	48
	Web
	
	

	
	49
	その他
	
	

	知的財産権
	50
	知的財産法
	
	

	
	51
	知的財産経営
	
	

	環境
	52
	環境
	
	

	法務
	53
	事業再生
	
	

	
	54
	事業承継
	
	

	
	55
	M＆A
	
	

	
	56
	商取引
	
	

	
	57
	その他
	
	

	多店舗展開
	58
	多店舗展開
	
	

	企業間連携
	59
	企業間連携
	
	

	工場・店舗
	60
	工場立ち上げ
	
	

	
	61
	店舗開発
	
	

	ベンチャー
	62
	IPO
	
	

	
	63
	ビジネスプラン
	
	

	経営戦略
	64
	戦略策定
	
	

	
	65
	経営計画
	
	

	その他
	66
	
	
	




◆保有する企業や専門人材のネットワーク
ご自身が現在保有する企業のネットワークや専門人材のネットワークをご記入ください。
　注１）企業のネットワークについては、①企業名、②関係部門（または分野）、③ネットワーク先とご自身の関係を
ご記入ください。
　注２）専門人材のネットワークについては、①団体等の名称、②どのような分野の専門人材か、③ネットワーク先と
ご自身の関係をご記入ください。
	分野
	企業名／団体名等
	関係部門／専門分野
	ネットワーク先と自身の関係

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


＊記入欄は自由に広げてご使用いただいて結構です（別紙の利用も可）。


	海


外


駐


在


歴
	自  年  月
至  年  月
	通 算
年 月
	駐在国
都市名
	勤務先及び役職
	担   当   業   務
（具体的に記入して下さい）

	
	年　月

年　月  
	年
	
	
	

	
	年 月

年　月  
	年
	
	
	

	
	年　月

年　月
	年
	
	
	

	
	年　月

年　月
	年
	
	
	

	
	年　月

年　月
	年
	
	
	

	
	年　月

年　月
	年
	
	
	

	
	自  年  月
至  年  月
	通 算
年 月
	勤務先及び役職
	担   当   業   務
（具体的に記入して下さい）

	
	年　月   

年　月
	年
	
	

	国


内


勤


務


歴
	年　月

年　月
	年
	

	

	
	年　月

年　月   
	年
	
	

	
	年　月

年　月
	年
	
	

	
	年　月

年　月
	年
	
	

	
	年　月

年　月
	年
	
	

	
	年　月

年　月
	年
	
	


（注）記入に際しては、西暦で記入して下さい。


	講演実績（講演テーマ・実施機関を記入）
１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月）
２．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月）
３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月）
４．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月）
５．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月）

	執筆実績（書籍名・出版社名を記入）
１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月）
２．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月）
３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月）
４．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月）
５．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　年　　月）

	得意とする業種分野につき専門能力、実務経験を具体的に御記入下さい。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	




	海外展開に関して具体的な実務経験・専門能力について御記入下さい。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	外国企業との輸出入業務等、ビジネスマッチングの支援について専門能力・実務経験を具体的に御記入下さい。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	中小機構の他の専門家制度において、専門家契約を締結している場合は
その名称と担当部署を御記入ください（複数ある場合は行を追加して御記入ください）。

	専門家名称：
機構担当部署：

	反社会的勢力の排除に関する誓約

	私は中小企業基盤整備機構反社会的勢力対応規程（規程22第37号）第2条に規定する反社会的勢力に該当する者ではありません。　　　　チェックを入れてください　→　　☐
※規程については、当機構ＨＰ https://www.smrj.go.jp/org/policy/index.html を参照のこと




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－2－                                  2023.11版

